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片
平
公
園
に
記
念
碑
を
設
置
し
ま
し
た

―
野
球
の
試
合
前
挨あ

い
拶さ
つ
発
祥
の
地

▲完成した料理を、各
グループで実食

市政
トピックス

優
れ
た
技
能
と
長
年
の

功
績
を
た
た
え
て

　
野
球
の
試
合
前
挨
拶
発
祥
の
地
と
さ

れ
る
片
平
公
園
（
旧
制
二
高
グ
ラ
ウ
ン

ド
跡
）
に
、
そ
の
史
実
を
記
し
た
記
念

碑
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
高
校
野
球
な
ど
の
大
会
で
、
試
合
開

始
前
に
両
チ
ー
ム
が
ホ
ー
ム
ベ
ー
ス
を

は
さ
ん
で
一
礼
す
る
選
手
同
士
の
あ
い

さ
つ
は
、
明
治
44
年
に
旧
制
二
高
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
開
か
れ
た
「
第
１
回
東
北
六

県
中
等
学
校
野
球
大
会
」
に
お
い
て
初

め
て
実
施
さ
れ
、
そ
の
後
全
国
に
広
ま

り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
令
和
４
年

に
日
本
野
球
機
構
等
が
実
施
し
た
、
野

球
伝
来
１
５
０
年
記
念
事
業
「
聖
地
・

名
所
１
５
０
選
」に
、片
平
公
園
が
選
出
。

仙
台
市
政
だ
よ
り
令
和
５
年
１
月
号
に

掲
載
し
た
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
マ
ン
の
お

二
人
と
市
長
と
の
対
談
の
中
で
、
お
二

人
か
ら
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
紹
介
さ
れ
、

こ
れ
を
機
に
、
市
で
は
記
念
碑
に
つ
い
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海
岸
防
災
林
が
自
然
共

生
サ
イ
ト
に
認
定

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
甚
大
な
被
害

を
受
け
た
仙
台
東
部
地
域
一
帯
の
み
ど

り
を
市
民
の
手
で
再
生
す
る
取
り
組
み

「
仙
台
ふ
る
さ
と
の
杜
再
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
海
岸
防
災
林
が
、
10
月
25
日
、

国
内
初
の
「
自
然
共
生
サ
イ
ト
」
に
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
は
、
地
方
公
共
団
体
や
民

間
等
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
生
物
多
様

性
の
保
全
が
図
ら
れ
て
い
る
区
域
を
、

環
境
大
臣
が
「
自
然
共
生
サ
イ
ト
」
と

し
て
認
定
す
る
も
の
で
す
。「
仙
台
ふ

る
さ
と
の
杜
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

海
岸
防
災
林
は
、
植
樹
会
や
育
樹
会
を

は
じ
め
、
自
然
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た

防
災
学
習
等
を
行
い
な
が
ら
、
生
物
多

様
性
の
豊
か
な
防
災
林
を
、
市
民
協
働

で
育
成
す
る
活
動
で
あ
る
こ
と
が
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

　
自
然
共
生
サ
イ
ト
に
認
定
さ
れ
る
こ

と
で
、
区
域
の
生
物
多
様
性
の
維
持
や

質
の
向
上
が
促
進
さ
れ
、
２
０
３
０
年

ま
で
に
陸
と
海
の
30
パ
ー
セ
ン
ト
以
上

を
健
全
な
生
態
系
と
し
て
保
全
し
よ
う

と
す
る
世
界
目
標「
30
ｂｙ
30（
サ
ー
テ

ィ
バ
イ
サ
ー
テ
ィ
）目
標
」の
達
成
に
貢

献
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
今
後
も
生
物
多
様
性
の
保

全
に
向
け
て
、
よ
り
一
層
努
め
て
い
き

ま
す
。

　
市
は
、
仙
台
の
ま
ち
の
多
彩
な
魅
力

を
広
く
発
信
す
る
た
め
、
仙
台
観
光
ア

ン
バ
サ
ダ
ー
を
務
め
る
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ

チ
マ
ン
の
お
二
人
を
起
用
し
た
観
光
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
と
、
羽
生
結ゆ

弦づ
る

さ
ん
が
出

演
す
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
を
制
作

し
ま
し
た
。

　
「
仙
台
サ
ン
ド
め
ぐ
り
」
と
題
し
た

　
市
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
優
れ
た
技

能
で
市
民
生
活
を
支
え
、
仙
台
の
ま
ち

づ
く
り
の
基
礎
を
築
い
て
き
た
技
能
職

の
方
々
を
技
能
功
労
者
と
し
て
表
彰
し

て
い
ま
す
。
11
月
13
日
に
行
わ
れ
た
技

能
功
労
者
表
彰
式
で
は
、
24
職
種
36
人

の
方
々
を
表
彰
し
ま
し
た
。
表
彰
さ
れ

た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
（
順
不
同
・

敬
称
略
）。

〔
石
工
〕
鈴
木
伸
英
〔
印
刷
製
版
製
本

職
〕
菊
地
淳
〔
菓
子
製
造
職
〕
佐
藤
明

〔
ガ
ラ
ス
職
〕
山
田
久
和
〔
左
官
職
〕

鎌
田
正
弘
、
杉
目
伸
明
〔
写
真
師
〕
加

藤
真
〔
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
〕
北
独

〔
造
園
職
〕
内
海
一
富
、
髙
野
徹
〔
大

工
職
〕
猪
股
宏
征
、
八
木
一
哉
、
佐
藤

美
弘
〔
畳
職
〕
堀
籠
宣
雄
〔
建
具
職
〕

澁
木
勝
人
〔
調
理
師
〕
三
善
文
樹
〔
電

気
工
事
職
〕
千
葉
恒
一
、
浅
野
保
二
、

川
野
隆
〔
塗
装
職
〕
山
内
正
和
〔
と
び

職
〕
細
谷
地
勇
、
本
田
幸
雄
〔
配
管

職
〕
安
曇
直
人
〔
板
金
職
〕
宍
戸
勝
之

〔
表
具
職
〕
藤
村
久
〔
美
容
師
〕
及
川

郁
子
、
柴
田
克
裕
〔
ボ
イ
ラ
ー
整
備

士
〕
中
津
川
昭
〔
理
容
師
〕
工
藤
弘
恵
、

鈴
木
揚
子
〔
フ
ロ
ー
リ
ス
ト
技
能
士
〕

半
澤
朋
子
、
見
上
弘
康
〔
鉄
筋
工
〕
鈴

木
秀
輔
、
菊
地
敏
昭
〔
解
体
工
〕
鱒
沢

英
二
、
大
森
進

●
次
回
の
掲
載
は
３
月
号
を
予
定
し
て
い
ま
す

春春
夏夏
秋秋
冬冬

文
化
芸
術
の
力
で
誰
も
が
輝
け
る
ま
ち
へ

仙
台
市
長
　
郡
　
和
子

市長コラム

　
本
市
と
メ
キ
シ
コ
合
衆
国
・
ア
カ
プ

ル
コ
市
は
、
慶
長
19
年
に
慶
長
遣
欧
使

節
が
ア
カ
プ
ル
コ
市
に
到
着
し
た
と
い

う
歴
史
的
な
縁
か
ら
、
昭
和
48
年
に
国

際
姉
妹
都
市
協
定
を
締
結
し
、
今
年
で

50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
記
念
し
、
市
で
は
、
10
月
に

ア
カ
プ
ル
コ
の
魅
力
を
伝
え
る
写
真
展

を
開
催
。
11
月
４
日
・
５
日
に
は
都
内

に
あ
る
メ
キ
シ
コ
大
使
館
の
シ
ェ
フ
を

講
師
に
迎
え
、「
メ
キ
シ
コ
・
ア
カ
プ

ル
コ
の
味
を
知
ろ
う
」
と
題
し
た
料
理

教
室
を
行
い
ま
し
た
。

　
料
理
教
室
に
は
親
子
連
れ
な
ど
が
参

加
し
、
シ
ェ
フ
が
ア
カ
プ
ル
コ
の
食
文

化
と
と
も
に
野
菜
等
を
使
っ
た
料
理
を

紹
介
し
ま
し
た
。
実
習
で
は
、
参
加
者

が
ア
ボ
カ
ド
と
ト
マ
ト
を
使
っ
た
デ
ィ

ッ
プ
や
、
白
身
魚
に
ラ
イ
ム
を
搾
っ
て

あ
え
る
マ
リ
ネ
な
ど
を
作
り
、
自
由
な

雰
囲
気
の
中
で
調
理
体
験
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
料
理
を

通
じ
て
文
化
的
背
景
を
知
る
こ
と
が
で

て
検
討
し
、
今
回
の
設
置
に
至
り
ま
し
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ア
カ
プ
ル
コ
市
と
の
姉

妹
都
市
提
携
50
周
年
を

迎
え
ま
し
た

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、「
１
度
と
言
わ
ず

２
度
『
３サ
ン
ド度
』
と
訪
れ
た
く
な
る
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
作
成
。
伊
達
政
宗
公
ゆ

か
り
の
地
を
巡
る
「
伊
達
な
仙
台
め
ぐ

り
」
な
ど
、
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
マ
ン
の

お
二
人
が
お
勧
め
す
る
３
つ
の
モ
デ
ル

コ
ー
ス
の
他
、
定
番
の
観
光
名
所
か
ら

ロ
ー
カ
ル
な
グ
ル
メ
ス
ポ
ッ
ト
ま
で
、

幅
広
い
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
市
内
の
観
光
案
内
所

や
観
光
施
設
な
ど
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画「
＃

ハ
ッ
シ
ュ
タ
グた

だ
い
ま
仙
台
」
で
は
、
羽
生
さ
ん
が
仙

台
へ
の
思
い
な
ど
を
交
え
て
、
観
光
ス

ポ
ッ
ト
や
四
季
折
々
の
イ
ベ
ン
ト
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
七
北
田
公
園

な
ど
羽
生
さ
ん
ゆ
か
り
の
地
も
登
場
し
、

羽
生
さ
ん
の
目
線
で
仙
台
の
ま
ち
の
魅

力
が
語
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
動
画
は
仙
台
市
公
式
動
画
チ
ャ
ン
ネ

ル
「
せ
ん
だ
い
Ｔチ
ュ
ー
ブ

ｕ
ｂ
ｅ
」
で
配
信
し

て
い
る
ほ
か
、
仙せ
ん
臺だ

い

緑り
ょ
く

彩さ
い
館か

ん
で
は
、
動

画
の
本
編
に
加
え
メ
イ
キ
ン
グ
映
像
も

限
定
放
映
し
て
い
ま
す
。
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観
光
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
が

仙
台
の
魅
力
を
発
信

▲タイトルの「＃ただいま仙
台」は羽生さん直筆のもの

▼

サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ

マ
ン
の
お
二
人
が
表

紙
を
飾
る
「
仙
台
サ

ン
ド
め
ぐ
り
」

た
。

　
11
月
4
日
に
は
、
片
平
公
園
で
記
念

碑
の
お
披
露
目
式
が
行
わ
れ
、
野
球
郷

土
史
家
の
伊
藤
正
浩
さ
ん
に
よ
る
解
説

の
後
、
地
元
の
少
年
野
球
チ
ー
ム
「
片

平
レ
ッ
ド
ホ
ー
ク
ス
」
が
、
試
合
前
の

あ
い
さ
つ
を
実
演
。
子
ど
も
た
ち
の
大

き
な
声
が
響
き
渡
る
と
、
会
場
は
温
か

い
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

▲記念碑は片平公園内の片平
市民センター脇に設置

▲記念碑のお披露目式で
試合前のあいさつを実演
する片平レッドホークス
の皆さん

　
本
市
で
は
、
文
化
芸
術
が
持
つ
多

様
な
力
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
そ
う

と
、「（
仮
称
）
仙
台
市
文
化
芸
術
推

進
基
本
計
画
」
の
策
定
を
進
め
て
い

ま
す
。
ち
ょ
う
ど
今
、
中
間
案
に
対

す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

中
で
す
。
そ
こ
で
、
今
回
は
文
化
芸

術
に
つ
い
て
、
中
で
も
障
害
の
あ
る

方
の
活
動
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　
９
月
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た
障
害

者
の
国
際
舞
台
芸
術
コ
ン
ク
ー
ル

「
ゴ
ー
ル
ド
コ
ン
サ
ー
ト
」
20
周
年

記
念
大
会
で
、
仙
台
市
出
身
の
「
笙し
ょ
う

Ｙユ

ウ
Ｕ
Ｕ
」
さ
ん
（
高
橋
由
宇
さ
ん
）

が
、
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
選

ば
れ
ま
し
た
。
審
査
員
長
の
湯
川
れ

い
子
さ
ん
は
「『
笙
』
と
い
う
、
メ

ロ
デ
ィ
ー
を
立
て
て
演
奏
す
る
の
が

難
し
い
楽
器
で
、
聴
く
者
の
心
の
カ

ー
テ
ン
を
広
げ
る
よ
う
な
力
強
さ
、

も
は
や
プ
ロ
に
な
る
し
か
な
い
人
」

と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。
笙
Ｙ
Ｕ

Ｕ
さ
ん
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
症
候
群

と
い
う
障
害
が
あ
る
の
で
す
が
、
和

楽
器
「
笙
」
を
操
り
、
ク
ラ
シ
ッ
ク

や
ジ
ャ
ズ
な
ど
の
他
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

曲
で
演
奏
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
で
演
奏
し
た
こ

と
も
あ
る
と
の
こ
と
で
、
世
界
で
の

さ
ら
な
る
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
10
月
、
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー

ク
で
は
、「
Ａア
ー
ト
ｒ
ｔ 
ｔト
ゥｏ 

Ｙユ

ー
ｏ
ｕ
！

東
北
障
が
い
者
芸
術
全
国
公
募
展
」

が
開
か
れ
、
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
は

じ
め
、
絵
画
等
の
受
賞
・
入
選
作
品

が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
色
彩
や
構
図
、

緻
密
さ
等
独
創
的
な
力
強
い
作
品
の

数
々
は
、
見
る
人
の
心
を
わ
し
づ
か

み
に
し
、
仙
台
の
芸
術
の
秋
を
彩
る

人
気
の
展
覧
会
に
成
長
し
て
い
ま
す
。

10
周
年
の
記
念
公
募
展
と
な
る
来
年

は
、
海
外
か
ら
も
作
品
を
募
ろ
う
と

準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
日
本
で
は
、
障
害
者
の

表
現
活
動
に
つ
い
て
、
文
化
芸
術
の

枠
組
み
で
は
な
く
福
祉
や
教
育
の
観

点
で
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
個

性
か
ら
ふ
つ
ふ
つ
湧
き
上
が
る
表
現

の
数
々
は
、
か
け
が
え
の
な
い
価
値

を
持
つ
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
、
最

近
は
作
品
と
し
て
販
売
に
つ
な
が
る

ケ
ー
ス
も
広
が
っ
て
き
ま
し
た
。
芸

術
に
は
障
害
の
有
無
は
関
係
な
い
、

そ
し
て
私
た
ち
は
、
感
動
に
よ
っ
て

よ
り
深
く
そ
の
人
を
理
解
し
て
い
く
。

だ
か
ら
、「
あ
ら
ゆ
る
人
に
参
加
機

会
が
ひ
ら
か
れ
、
文
化
芸
術
に
親
し

め
る
ま
ち
」、
そ
し
て
「
多
様
な
個

性
が
輝
く
ま
ち
」
を
目
指
さ
な
け
れ

ば
と
思
う
の
で
す
。
中
間
案
へ
の
皆

さ
ま
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
！

き
て
良
か
っ
た
」

「
本
格
的
な
メ
キ

シ
コ
料
理
を
学
べ

る
貴
重
な
体
験
だ

っ
た
」
等
の
感
想

が
聞
か
れ
ま
し
た
。


